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輝度ダイオードの開発を行い，エネノレギー 4MeV，電流 4 0 kA，パルス幅 100 n s ，規格化輝度 10 4
A/ rad 2 cm2 の電子ビームの発生に成功したことを述べている。
第 4 章では，ヘリカルウィグラー内に円形導波管を組込んだ分布帰還形自由電子レーザーの研究につい
て述べている。電磁波の波長 1 仰においてスペクトル広がり 5%以内の発振を得，乙の結果が電磁波の結
合方程式により解析できることを示している。
第 5 章では，大出力自由電子レーザーの基礎研究について述べているo 高精度平面ウィグラー内を，簡
易四極子型コイルを用いて収束させた電子ビームを伝搬させ，エネルギー 3Me V，電流 200Aの電子











(1) 8 段直列型の誘導加速器を開発し，エネルギー 4MeV，電流 40 kA，パルス幅 1 0 0 n s の電子
ビームを発生することに成功している。誘導加速キャビティーにバイパスロードを附加する乙とにより，
電子ビームの電圧変動を 7 0 n s にわたって 3 ~ぢ以内に安定に保ち得ることを示している。また電子ビ
ーム発生用のダイオード部の開発を行い 規格化輝度 1 04 A / r a d2 cm 2 の高輝度電子ビームの発生
に成功している。
(2) 4 段誘導加速器とヘリカルウィグラーを組合わせた自由電子レーザーを開発し，特に分布帰還形共振





で 200A以上の伝搬電流を得ている。これにより 1 0 OWの超放射光を得る乙とに成功し，これが利
得30dB に相当することを示している。
以上のように本論文は大出力自由電子レーザー開発に関する多くの技術的問題を解決したことを示し，
また自由電子レーザー発振特性に関する実験及び理論解析を示したものであり j 電気・電子工学の発展に
大きく寄与するものである。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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